大阪府立大学のＨ２２年度決算の概要と
積立金の第2期中期目標期間への繰越について
(案)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）　
	経常利益（損失）の実際
　・当期経常利益（損失）　　　　　　　△１４6
　・経常費用に含まれる目的積立金取崩額　３７０
　・実質経常利益　　　　　　　　　　　　２２4
　　　　（現金の残っている利益　　　１７1）
　　　　（現金の裏付けのない利益　　　５３）
　　　　　　(リース資産等の会計処理上の形式的な利益)
臨時損失　４９６百万円の内訳
　・退職給付引当金　　　　４４９
　・その他臨時損失　　　　　４７
臨時利益　２７６百万円の内訳
　・運営費交付金収益　　　２４２（退職給付債務）
　・その他臨時利益　　　　　３４


	１．Ｈ２２年度の決算の概要
　　　　　　　　　　　　
○経常費用　　　　１８，９１９
○経常収益　　　　１８，７７3
◎経常利益（損失）　　△１４6
　(＝経常収益－経常費用)
○臨時損失　　　　　　　４９6
○臨時利益　　　　　　　２７６
◎当期純利益　　　　　△３６６
　(＝経常利益＋臨時利益－臨時損失)
○目的積立金取崩　　　　３７０
◎当期総利益　　　　　　　　４　⇒２．の積立金へ



	積立金残高　　　２１７百万円の積算
前年度からの繰越額　　　２１３
　　　ボーナスカット分(H21)　　１９４
　　　たな卸資産　　　　　　　　　１９
　当期総利益　　　　　　　　　４
目的積立金振替　　８４百万円の積算　★
　前年度からの繰越額　　１０７９
　当期取崩し分　　　　　　９９５
　　　資産取得　　　　　　　　　６２５
　　　費用計上　　　　　　　　　３７０
２．第１期中期目標期間終了時の積立金
（利益剰余金）の内容
　　　　　　　　　　　
　○積立金　　　　　　２１７
　○目的積立金　　　　　８４
（現金の裏づけのあるもの　　６）
　　（現金の裏付けのないもの　７８）※
◎積立金総額　　　　３０１
★中期目標期間終了時の清算のため、
目的積立金も積立金に振替え



※リース契約等によるもの

	３．地方独立行政法人法第４０条第４項により承認を受けようとする額
＝　次期中期目標期間への繰越額　　　　　３０１百万円　　　＜大学案＞　
　　　　　　○現金の裏付けのない積立金　　　１５０
　　　　　　　　　（会計処理上生じた利益のため、次期中期目標期間へ繰り越す必要があるもの）
　　　　　　　　当期分　　　　　　　　　　　　　　　５３
　　　　　　　　目的積立金振替分　　　　　　　　　　７８　※
　　　　　　　　たな卸資産　　　　　　　　　　　　　１９
　　　　　　○現金の残っている積立金　　　　１５１
　　　　　　　　　（経営努力相当額で次期中期目標達成に必要な経費）
　　　　　　　


	４．平成22年度における大学の経営努力　　　　　１７１百万円の内訳
　　　（収入の増加）入学検定料等の学生納付金の増加　　　　　　　約6４百万円
　　（経費の削減）教職員数の削減による人件費の節減 　　　　　約107百万円
　　現金の残っている積立金151百万円について、下記の理由により繰越承認を受ける。


	５．次期中期目標期間に１５１百万円を繰越す理由　　＜大学案＞　
　【繰越理由】事業継続　～大学再編「学域」への対応
　　(大学再編)
　　　・平成２４年度より、７学部を廃止・再編成し、４学域を導入
　　　・新設する現代システム科学域は、新しいタイプの学域で、「情報」「環境」「マネジメント」の観点を機軸に「専門性＋実践力」を養い、地域社会や産業界を牽引する人材を育成。
　　　(事業経費)
　　　　・理系を強化（学際化、分野横断、副専攻など）したカリキュラムに対応した、教育環境
　　　　　（実験講義室等）の整備　　〔所要額　約160百万円〕
　　　　・学域の教育内容や履修制度、育成する人材像などについて、より一層、受験生へのＰＲが重要であり、オープンキャンパスなど、これまで以上に重点的な広報の展開。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔所要額　約56百万円〕
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